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技術研究会報告集データベース 

 目的  p.3 

 構築の背景と経緯  p.4 – 5 

 収集範囲方針と著作権  p.6 – 7 

技術情報ネットワーク(SNS) 

 利用方法の紹介と利用状況 p.8 – 13 

 今後の展望  p.14 

 時間があれば… 
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技術研究会報告集データベース 
収集および公開の目的 

 技術者同士の交流をより強固なもの 

として推進することに寄与することを 

目的とする。 

3 

研究会名 開始年度 集録数 

技術研究会、総合技術研究会 1975 4957 

機器・分析技術研究会 1996 1009 

実験・実習技術研究会 2005 1195 

ガラス工作技術シンポジウム 1998 95 

生理学技術研究会 1978 611 

生物学技術研究会 1989 303 

生物学・生理学技術研究会 1999 989 

情報技術研究会 2004 127 

情報処理センター等担当者技術研究会 1988(2013) 50 

総計   9348 
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データベース構築の背景 
a. 電子版報告集の登場 

1998年 高エネルギー加速器研究所 

b. 「技術情報交流ネットワーク」の提案 
1998, 1999年 インターネット討論会 
伊藤篤 「大学および研究所の技術部におけるネットワーク環境と 
      その利用状況について」 

c. 報告集バックナンバーの欠番 1995年 

d. 技術研究会の分散開催 
2000年 東北大学 cf.1978年 2機関, 1982年 3機関 

e. コンテンツ... センターレポートの電子化 2001年 

f. 人事異動... 1995年 
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データベースの経緯 
 2000年 分子研技術課内でデータベース化を議論 

 2001年 ３機関の部課長で収集の方向性を確認（著作権） 
      「技術研究会報告データベース化の検討」 @核融合研 

 2002,3年 分子研開催分の電子化 

 2003年 技術研究会報告集のデータベース化について 
      の打ち合わせ @高エネ研(濁川) 

 2005年 生物学・生理学技術研究会打ち合わせで議論 

 2006年 機器分析、実験実習技術研究会の収集決定(小澤、玉岡) 

       SNS環境で公開開始 「技術情報ネットワーク」 

 2008年 ガラス工作、情報技術研究会の収集決定 

 2009年 生物学・生理学技術研究会の収集決定 

       技術研究会報告集データベースの完成報告 @高エネ研、生物学 

 2013年 情報処理センター等担当者技術研究会の収集決定 
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データ収集範囲方針 

全国の技術職員が参加できる 

文科省の機関が開催している 

発表内容を報告集にまとめている 

本運用方針に同意して頂ける 
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著作権について 

報告論文 
発表者に帰属 

論文以外の著作物 
開催機関に帰属 

データベース 
データベース開発者に帰属 
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公開環境について 
 一般公開版  

http://techsv.ims.ac.jp/GEN 

 利用者限定 
http://techsv.ims.ac.jp/SNS 

 

SNSの特長 

a. 利用者を限定（招待制） 

b. 機能が豊富 

c. コンテンツの蓄積 

d. 参加者が多い順にバナー 

 

SNS環境： OpenPNE 2.14 
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各機関へのリンク 
参加者の多い順 



データベース操作 
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データベース検索回数（月度集計） 
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ご活用ください 

 94機関、500名が登録 

 お問い合わせ下さい 
招待メールをお送りします 
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効能 
データベース 

常時論文が閲覧可能 検索（目次、全文） 

技術研究会40年の歴史がたどれる（全巻集録ゆえ） 

人材探索 

ＳＮＳ環境 

職員間交流（実名登録、メール不要） 

コンテンツの蓄積 

 

職員研修の位置づけで組織的な加入の検討を！ 
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機関別登録者数 
技術情報ネットワークSNS 機関別登録者数一覧 2017年1月18日 

登録数 機関名 

35  分子科学研究所     

32  高エネルギー加速器研究機構   

30  東北大学 
（金属材料研究所、流体科学研究所、加齢医学研究所、多元物質科学研究所、電気通信
研究所を含む） 

28  東京大学 （物性研究所、生産技術研究所を含む）   

22  九州大学     

22  名古屋大学     

20  核融合科学研究所     

14  大阪大学 （産業科学研究所を含む）   

13  生理学研究所     

11  神戸大学     

11  名古屋工業大学     

11  北海道大学     

10  千葉大学     

10  筑波大学     

10  鹿児島大学     
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今後の展望 

SNS環境の活用 他の環境? 

収集範囲方針に沿えばどんどん収録 
九州地区総合技術研究会 

高専技術教育研究発表会in木更津 

技術職員の活動記録 自主的なドキュメント登録 

技術職員とは 遺物とならないために 

テクノロジスト ←サイエンティスト 
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おまけ 技術マップ（マインドマップ） 
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ご清聴どうもありがとうございました 


